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１ 自然公園 

  当管内は豊かな自然環境に恵まれており、自然公園法に基づき「玄海国定公園」、

福岡県立自然公園条例に基づき「太宰府県立自然公園」及び「脊振雷山県立自然公園」

が指定されており、特別地域等における工作物の新築をはじめとした各種行為につい

て、許可や届出の審査及び指導等を行っている。 

  管内の自然公園（平成２７年度末現在） 

 

自然公園名 面積 

(ha) 

保護規制区分面積(ha)  

指定年月日 特別保護 

地  区 

特別地域 普通地域 

 玄    海 

 国定公園 
5,870  5,785 85 

 
昭和31年6月1日 

太  宰   府 

県立自然公園 
16,568 － 1,656 14,912 

 
昭和25年5月13日 

脊 振 雷 山 

県立自然公園 
8,171 － 1,301 6,870 

 
昭和40年9月14日 

 

  許可･届出件数（平成２７年度） 

 自然公園名 許可件数 届出件数 

 玄海国定公園 １３ ２ 

 太宰府県立自然公園 ２ ２ 

 背振雷山県立自然公園 ２ １ 

計 １７ ５ 

 

２ 温泉 

  当管内は温泉資源に恵まれており、特に二日市温泉（筑紫野市）は万葉集にも歌わ

れた歴史ある温泉として知られており、温泉の保護や利用の適正を図るため、土地の

掘削、動力装置の設置、温泉の採取等の申請に基づく許可や届出の審査及び指導等を

行っている。 

 （１）管内の温泉施設数（平成２７年度末現在） 
 

市町名 温泉 
地名 

源泉総数 
(Ａ＋Ｂ) 

 源泉の利用状況 
 主たる泉質名  (A) 

 利用数 
 (B) 

 未利用数 

筑紫野市 二日市 37 13 24 アルカリ性単純泉 

春 日 市 － 0 0 0  － 

大野城市 － 2 2 0 中性冷鉱泉 

太宰府市 － 1 1 0 アルカリ性単純泉 

糸 島 市 － 10 10 0 単純弱放射能冷鉱泉 

那珂川町 － 6 6 0 アルカリ性単純泉 

 計     56       32       24  



~ 89 ~ 

 

（２）温泉における許可申請の状況（平成２７年度） 

 

温泉掘削 増掘 動力装置 

温泉利用 

浴用 飲用 

０ ０ １ ０ １ 
 

 

３ 浄化槽整備 

浄化槽は、し尿及び雑排水を浄化するものであるが、法によりその設置や保守点検

等に関する規定が設けられ、公共用水域等の水質の保全を確保することによって、生

活環境の保全等を図ることとなっている。 

このため、浄化槽の設置についての届出の審査及び受理、指導等を行っている。 

筑紫地区においては下水道が普及していることもあり、当管内の浄化槽設置の大部

分は糸島地区のものである。 

 

浄化槽設置状況 

市町名 種別 平成２６年度末 平成２７年度末 

筑紫野市 
合併 ４０１ ３９５ 

単独 １，２７９ １，２７９ 

春日市 合併 ６６ ６５ 

単独 １０６ １０４ 

大野城市 合併 ５２ ５２ 

単独 １１９ １１７ 

太宰府市 合併 ６６７ ６６９ 

単独 ２３５ ２３５ 

糸島市 合併 ６，３１４ ６，４３０ 

単独 ４３８ ４２８ 

那珂川町 合併 ２２２ ２２９ 

単独 ４４１ ４４１ 

合 併 計 ７，７２２ ７，８４０ 

単 独 計 ２，６１８ ２，６０４ 

総 計 １０，３４０ １０，４４４ 
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４ 鳥獣保護 

当事務所では、特に保護を必要とする希少鳥獣や人為的な原因で傷ついた野生鳥獣

の保護を図るための事業等（傷病野生鳥獣の保護、愛鳥週間行事、野生鳥獣保護モデ

ル校事業等）を実施している。平成２７年度の傷病野生鳥獣の保護件数は２件で、傷

病野生鳥獣医療所（委託先：福岡市動物園）に搬送した。 

また、福岡県高病原性鳥インフルエンザ（野鳥関係）対応技術マニュアルに基づき

死亡野鳥等調査を実施している。平成２７年度の当所管内での死亡野鳥の検査実績は

ない。 

 

５ 啓発事業 

地域における地球温暖化の防止、資源・エネルギーの循環活用、生物多様性の保全・

再生等の施策や環境教育を推進するため、地域特性に応じた効果的な施策を検討し

様々な課題の解決を図るとともに、地域の活動の担い手を育成することを目的として、

筑紫・糸島地区地域環境協議会を設置し事業を行っている。 

平成２７年度は、小学生等を対象とした『水辺教室』（河川に棲む水生生物の種類

を調べ水質の判定を行い、家庭排水等が河川に及ぼす影響や生物多様性等について学

習する課外授業）を実施した。また、地球温暖化対策事業として、街頭キャンペーン

等を実施し広く県民に対し省エネ・節電に取組むよう呼びかけた。 

自然共生事業としては、太宰府市及び筑紫野市において自然体験活動を中心とした

講座を開催した。 

 

事業名 実施時期 開催場所 対象者 

水辺教室 
H27.5月 

～H27.11月 
那珂川、御笠川、山口川 

管内小学校等 

７校（６２６人） 

県政出前講座  H27.5月 糸島市 
地球温暖化対策について

１団体（２２人） 

ふくおかエコチェッ

クシート 

H27.7月 

～H27.8月 
 

管内小学校 

５校（３３９人） 

 

自然観察会 
 

H27.7月 

H27.11月 

太宰府市（政庁跡など） 

筑紫野市(天拝山) 

住民 

２回（６９人） 

 


